
別紙

各事業実施地区における被害防止計画の達成状況

現状値 目標値 実績値 達成率 現状値 目標値 実績値 達成率

イノシシ 緊急捕獲 イノシシ841頭 イノシシ 13,280 9,290 4,624 216.9% 23.9 16.6 1.4 307.7%

カラス類 カラス類 3,240 2,270 0 334.0% 0.7 0.5 0.0 350.0%

スズメ類 スズメ類 980 690 2,235 -432.8% 0.8 0.6 2.3 -760.0%

ヒヨドリ ヒヨドリ 0 0 0 - 0.0 0.0 0.0 -

ハト類 ハト類 6 0 0 100.0% 僅少 0.0 0.0 -

カモ類 ニホンジカ 僅少 僅少 0 - 僅少 僅少 0.0 -

ハクビシン アライグマ 0 0 0 - 0.0 0.0 0.0 -

アナグマ

タヌキ 合計 17,510 12,250 6,859 202.5% 25.4 17.7 3.7 281.8%
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イノシシ 緊急捕獲 イノシシ658頭

カラス類 緊急捕獲 シカ2頭
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注：被害金額及び被害面積の目標値欄については対象鳥獣及び目標値を記し、これに合わせて他の欄も記載する。

鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業の評価報告（令和４年度報告）

事業実施主体名
（協議会名）

対象地域 実施年度 対象鳥獣 事業内容 事業量 管理主体
供用開始
時期

利用率・
稼働率

事業効果

被害防止計画の目標と実績

被害面積（ha）被害金額（千円）
対象鳥獣

　イノシシによる被害
については中山間地
を中心としたワイヤー
メッシュ柵等の防護施
設の整備が進み、被
害は減少傾向にあ
る。
　しかしながら、最近
では過去には出没し
ていなかった比較的
家が多い地域等での
目撃情報が多くなって
おり、更なる防護施設
の整備やイノシシが
好まない環境づくりを
推進していく必要があ
ると考える。
　また、近年では干拓
地におけるカモ類によ
る冬場の露地野菜被
害が激増しており、対
応策を見つけることが
急務であるが、現時
点では有効な手立て
は見つけられていな
い。
　他自治体の支援策
等を参考に早急な対
応が求められる。
　アライグマについて
は近隣自治体での目
撃・捕獲情報が相次
いでおり、玉名市でも
令和5年4月に成獣1
頭、幼獣2頭が捕獲さ
れているため、生息域
の拡大が懸念されて
いる。捕獲従事者の
確保や専用箱罠の購
入等対策に取り組ん
でいく。

第三者の意見

　防護柵の整備が進
んでいることによっ
て、イノシシの生息数
は減少傾向にあるよう
に思われる。しかしな
がら、以前は出没して
いなかった住宅地周
辺での目撃情報も増
えており、さらなる捕
獲活動の充実が必要
と考える。地域が一体
となってイノシシが好
まない環境づくりを実
践していくためにも普
及啓発活動も併せて
実施していきたい。

玉名市鳥獣被害対策
実施隊　農家　●●●
●

事業実施主体の評価

玉名市
（玉名市鳥獣被害
防止対策協議会）

玉名市

R4

・ワナ及び鉄砲による
　　　イノシシ（成）の捕獲
　R2：720頭
　R3：496頭
　R4：724頭

・ワナ及び鉄砲による
　　　イノシシ（幼）の捕獲
　R2：198頭
　R3：105頭
　R4：63頭

・ワナによるシカの捕獲
　R3：2頭
　R4：2頭

・鉄砲によるカラスの捕獲
　R2：50羽
　R3：3羽
　R4：2羽

・鉄砲によるカモ類の捕獲
　R3：238羽
　R4：250羽

・ワナによる
　　　アライグマの捕獲
　R2：1頭

玉名市

R2

R3


